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1  は  し  め  :こ

イチゴの市場出荷量は 8～ 11月 に少なくなり,この時期

に収穫できる作型としては,前年 11月 に花芽のできた露地

植えの株を掘り上げて冷蔵し,8月 にハウスに定植する長

期株冷栽培がある。しかし,冷蔵中の株腐敗,高温期定植

による株の弱り,収穫期間が短いなど,必ずしも安定した

作型とは言えない。そこで,7～ 8月 の短日処理 冷蔵処
理によって花芽形成させたイチゴを10月 から収穫する方法

について検討したので,その概要を報告する。

2試 験 方 法

(1)供試品種  麗紅,宝交早生 (57年 )
宝交早生 ,盛岡16号  (58年 )

●)試験区  57年   ①電照+ジベレリン散布 ②ジ
ベレリン散布 ③電照 ④対照
田 電照…28W/″ ,高さ13″ ,16～ 22時 (11月 5日 開
始),ジベレリン散布…10P,5潔 /株 ,3回
58年  1)休 眠抑制 ①ジベレリン散布 ②対照

" 
花芽誘起 ①短日(8時間日長)7月 12日～ 9月 10日 ,

②冷蔵(8時間日長,夜温15℃ )7月 15日 ～ 8月 25日 ,③

短日(7月 12日 ～ 8月 24日 )+冷蔵(8月 25日 ～ 9月 10日 )

め 加温方法 ①水封マルチ+電熱 ②電熱
回 ジベレリン散布…10四,5″ /株 ,2回
短日―ンルバーポリトウトンネル,内部に折径35昴の水封

マルチを入れ,地下水を通した。水封マルチー折径35昴 ,

10′ /″ 電熱…35W/″の地中加温(11月 30日～)

“

)耕種概要

3 試験結果及び考察

(1万 7年

① 開花始めは宝交早生(10月 13日 )と 麗紅(10月 15日 )
に大きな差はなかったが,収穫始めは,宝交早生の最も早

い区(11月 16日 )と 麗紅の最も早い区(11月 24日 )に 8日

の開きがあった。② 収穫始期の生育は両品種とも電照+
ジベレリン散布 ,ジベレリン散布が葉面積の増加及び花房

の伸長に効果が高く矮化を抑制した。③ 総良果収量は各
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時期別良果収量(10株 当たり)

区とも宝交早生か麗紅に比べて高く特に前期(～ 11月 30日 ),

中期(12月 1日 ～12月 31日 )で高かった。

④ 宝交早生の処理区間ではジベレリン散布,対照で総
良果収量が高いが,前期,中期収量は電照+ジベレリン散

布,電照で高かった。

⑤ 以上の結果,品種としては宝交早生,処理としては
電照+ジベレリン散布が良いと思われる。

(2ヽ 8年

① 宝交早生の生育について,草高,草幅,葉数,茎葉
重は,花芽誘起方法では短日で大きく,短日+冷蔵で小さ

かった。加温方法では水封マルチ利用で,休眠抑制ではジ

ベレリン散布で効果があった。ジベレリン散布は盛岡16号

でも生育量増加に効果があり,宝交早生では花房の伸長に

，
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効果が高かった。② 宝交早生の総良果収量は冷蔵が最も
多く,次いで短日+冷蔵,短日の順であったが,10～ 12月

の良果収量は短日十冷蔵で特に多かった。盛岡16号は宝交

早生に比べて低収であった。③ ジペレリン散布の収量に
対する効果は,宝交早生では明確でなかったが,盛岡16号

では 1～ 2月の増収効果が認められた。水封マルチの収量

に対する効果は明らかでなかった。④ 一果平均重はジベ
レリン散布によって大きくなり,花芽誘起方では短日+冷

蔵で小さかった。③ 以上の結果,品種としては宝交早生
が優れ,早期収量増加のため一定期間の冷蔵処理 ,更に生

育量増大,平均一果重増加のためのジベレリン散布が有効
であると思われる。
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時期別良果収量 (10株 当たり)と 一果平均重図 2

要4 摘

市場出荷量が少ない秋冬出しイチゴを 7～ 8月 の短日処

理 冷蔵処理での花芽誘起により栽培する方法について検
討した。品種としては「宝交早生」が熟期 ,収量の点で

「麗紅」,「盛rr116号 Jに優った。花芽誘起方法としては ,

短日処理期間中に15日 間 15℃ の夜間冷蔵処理により,10

～12月 の収量増に効果があった。定値後,10p,5″ /株
のジベレリン散布により,休眠抑制 一果平均重増カロに効
果があり,収穫始期以降は″当たり28Wの 電照により10～

12月 の収量が増加した。

日
加

種
療

草
　
高
０

草

(帰 )

葉
　
数
徽

芽

　

数

葉
面
積
の

花
房
長
①

花
曹
数
個

伸

長

宝
交
早
生

・”
”
照
照

光

ジベレ

電

対

22 5

21 0

125

80

31 0

34 0

325

28 5

310

25 5

23 5

185

40

45

40

30

1,50(

1,150

85`

672

26 0

22 5

12 0

135

560

415

27 5

28 0

A

A

C

D

麗

　

　

紅

ジベレリン

ジベレリン

電  照
対  照

255

20 5

195

145

310

30 0

30 0

26 0

29 5

320

27 0

24 0

65

50

40

50

1,534

1,542

1,26'

1,174

245

24 5

190

146

20 5

33 0

195

180

A

A

B

C
注 伸長 (A)～矮化(D)と した.TfI。

ジ

ベ

レ

リ

ン
散

布

　

一
　

対

　

　

　

　

照

短   目

冷   巌

短ロマ今成

短   H112o

冷   蔵 1 98

ヽ日 冷蔵 1 88
短   口 113]

●H冷蔵 | ,8
t ~百1~T:
冷    巌 | ,8

域 H冷 蔵 1 lo 0

-238-


